
●  ９月の相談受付件数は、２９４件で〈表１〉のとおりです。前年同月（３１７件）と比べ、２３件減少しました。

●　総相談受付件数２９４件のうち、「不当請求」と判断される相談は１６件で、前年同月（２５件）と比べ、９件減少しました。

●　相談の多かった商品・サービスは、＜表２＞のとおりです。第１位は｢商品一般｣で、以下「工事・建築」「化粧品（全体）」

　　「四輪自動車」「役務その他サービス」となっています。
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＜図１＞年代別相談件数 ＜表２＞商品・サービス上位５品目

●県消費生活センターへの上半期の相談受付件数は、１，７６７件で前年同時期（１，８０１件）と比べ、３４件の減少となりました。

　〈図１〉契約当事者の年代別相談件数（上半期） 〈図２〉インターネット通販に関する相談の内訳（上半期）

●昨年度同様インターネット通販に関する相談件数が、〈図２〉のとおり総相談受付件数の３割近くを占めています。
４０代から６０代の男女を中心に、SNSの広告から安価なダイエットサプリをお試しと思い注文したら定期購入と分かった、解約したいが連絡がとれないという相
談が増加しています。

〈表１〉 商品・サービス上位５品目

令和５年度上半期（４月～９月）の相談の概況

　

●契約当事者の年代別相談受付件数は、〈図１〉のとおりです。７０代以上が一番多く３６３件、以下６０代２４０件、５０代２３６件の順となっています。

新潟県消費生活センターの来所相談は予約制です。まず、電話でご相談ください。相談電話 ０２５－２８５－４１９６

●相談の多かった商品・サービスは、〈表１〉のとおりです。第１位は、架空請求メールを含む「商品一般」の２０９件で､　以下「化粧品(全体）」「役務その他サー
ビス」「工事・建築」「健康食品」の順となっています。
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令和５年９月分の消費生活相談の概況

●　契約者の年代別相談件数は、〈図１〉のとおりです。７０代以上が一番多く７４件、以下６０代が４４件、５０代が３８件、４０代が２８件、

　　３０代が１７件、２０代が１２件の順です。
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順位 件数

1 33

2 18

3 17 　メイクアップ、頭髪用、基礎化粧品など

4 15

5 13

  普通自動車・軽自動車など

　商品一般

　サポートサービスなど

商品名等 主な内容

　役務その他サービス

　特定できない商品(架空請求ハガキ･メールなど含む)

　化粧品（全体）

　屋根、塗装など不動産の請負工事　工事・建築

　四輪自動車

順位 商品名等 R5.4～9月 R4.4～9月
1  商品一般 209 204
2  化粧品(全体） 98 104
3  役務その他サービス 75 50
4  工事・建築 62 32
5  健康食品 61 37
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